
公共料金を
値上げしない方策は

増税分の転嫁は避けられない町 長大森　正治 議員

大山町から平和の発信を
戦争の実相の
　　　　　継承は重要だ

【
大
森
】
町
民
の
暮
ら
し

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
消

費
税
増
税
と
国
保
税
に
つ

い
て
問
う
。

　

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

町
長
と
し
て
、
公
共
料
金

を
実
質
値
上
げ
し
な
い
方

策
が
検
討
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
増
税
分
の
転
嫁

は
避
け
ら
れ
な
い
。

【
大
森
】
せ
め
て
生
活
保

護
世
帯
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
上
下
水
道
料
金

は
、
値
上
げ
を
し
な
い
措

置
が
検
討
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
を
予
定

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

の
も
の
は
な
い
。

【
大
森
】
国
保
税
の
資
産

割
廃
止
の
賦ふ

か課
方
式
改
定

に
と
も
な
っ
て
、
増
税
に

な
る
世
帯
数
は
。

【
町
長
】
９
９
４
世
帯
で
、

平
均
約
３
千
円
増
額
と
な

る
。

【
大
森
】
国
保
税
増
額
世

帯
へ
の
激
変
緩
和
措
置
を

検
討
し
な
い
か
。

【
町
長
】
必
要
に
応
じ
て

検
討
す
る
。

開
拓
地
域
移
住
者
に

給
水
便
宜
を

井
戸
の
補
助
制
度
は

検
討
し
た
い

【
大
森
】
現
状
の
開
拓
専

用
水
道
で
は
、
新
た
な
水

道
が
設
置
で
き
な
い
と
聞

く
が
、
給
水
で
き
な
い
理

由
は
。

【
町
長
】
配
水
管
の
口
径

が
細
い
た
め
、
水
圧
低
下

を
助
長
し
か
ね
な
い
か
ら

だ
。

【
大
森
】
給
水
で
き
な
い

な
ら
、
自
家
用
井
戸
の
掘

町 長

【
大
森
】
あ
る
国
会
議
員
が
領

土
問
題
を
戦
争
に
訴
え
る
旨
の

発
言
を
し
た
。
こ
の
背
景
に
は

戦
争
体
験
の
風
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

　

大
山
口
列
車
空
襲
な
ど
悲
惨

な
戦
争
体
験
が
あ
る
。
こ
れ
を

継
承
し
平
和
を
発
信
す
る
た
め

に
、
常
設
の
展
示
室
を
設
け
た

ら
ど
う
か
。

【
町
長
】
戦
争
の
実
相
を
伝
え

る
こ
と
は
重
要
だ
。
ど
こ
か
一

画
に
展
示
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
る
。

【
大
森
】
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
で
き
る
よ
う
、
戦
争
遺
跡
が

あ
る
場
所
に
案
内
板
な
ど
整
備

を
し
な
い
か
。

【
教
育
長
】
民
有
地
で
む
ず
か

し
い
が
、
検
討
し
た
い
。

弾痕が残る上野の空襲現場

削
費
用
に
対
し
て
補
助
制

度
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
来
年
度
か
ら
県

の
事
業
で
、
開
拓
専
用
水

道
の
施
設
更
新
の
事
業
を

進
め
る
が
、
７
年
後
の
完

了
予
定
で
あ
る
。

　

井
戸
掘
削
の
補
助
制
度

は
検
討
し
た
い
が
、
移
住

の
際
に
は
イ
ン
フ
ラ
面
を

精
査
し
て
ほ
し
い
。

町 長

開拓地にも移住希望者が
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定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

特
集
・
そ
の
他

お
知
ら
せ

一
般
質
問

審
議
結
果
・
陳
情


